
顧問よりメッセージ  
「無意識のバイアス」を自覚しましょう  東邦大学名誉教授・理事　大島 範子

　本学のダイバーシティ推進事業は学校法人ならびに教職員の皆さま方のご協力の下、これまで順調
に推移してきましたが、ダイバーシティのさらなる推進のためには、今後、構成員一人ひとりが自らの「無
意識のバイアス」＊の存在を自覚して、それが及ぼす弊害を極力抑えるような心がけが必要でしょう。

「無意識のバイアス」は、日本では最近注目されるようになりましたが、アメリカでは2000年前後か
ら指摘されています。これまでの生い立ちの中で潜在的に脳に刻み込まれた既成概念で、採用・昇
任人事、人事評価、賞の選考など、様々な判断をする場合に無意識の内に働くことがあります。小さい子どもを育てる女性に
対して、「大変だろうから」と本人の意思確認をしないまま色々な機会を与えないなど、思いやりのつもりでも、実は女性のや
る気を消失させていることもあります。誰もがもっている無意識のバイアスの影響を最小限にすれば、バイアスを超えて人材の
多様性を推進することが可能になります。

＊男女共同参画学協会連絡会リーフレット「無意識のバイアスを知っていますか？」を参照のこと。
学協会の HP からダウンロードできます。

編集・発行　東邦大学 ダイバーシティ推進センター
〒143-8540　東京都大田区大森西 5-21-16
TEL.  03-5763-6685
E-mail   danjo-o@toho-u.ac.jp
http://www.danjo.toho-u.ac.jp/

http://www.danjo.toho-u.ac.jp/
2017年11 月よりホームページを刷新し、表紙のアイコンをクリックす
ると、各支援の詳細が紹介されています。「育児コンシェルジェ」「介
護コンシェルジェ」のページについては、今後さらに充実させてまい
ります。育児・介護支援や研究支援に関する詳しい情報をご希望でし
たら、お問い合わせフォームよりご一報ください。お待ちしております。
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平成 27 年度文部科学省科学技術
人材育成補助事業

『ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（連携型）』において、千葉大学・放射線医学
総合研究所との3 機関で行われる事業の紹介

ダイバーシティ
イニシアティブ
（連携型）

新着情報にも

注目！

お問い合せはここをクリック！！ホームページの充実へ向けて センター長よりメッセージ  

医学部産科婦人科学講座 教授　片桐 由起子

　男女共同参画推進センターは、2017年4月よりダイバーシティ推進センター

に改称しました。私たちには、性別・年齢・身体的特徴・社会背景・人生

観など、さまざまな個性がありますが、組織におけるダイバーシティとは、そ

こに所属する個人や個人を取り巻く状況を考慮し、皆がその専門性を生かし

て継続的に組織や社会に貢献でき、個人と組織が共に発展していくことだと

思います。そこで、センターがそれまで取り組んできた、比較的若年女性を対象とした妊娠・出産・

育児等のライフイベントにかかわる継続就労支援活動を、性別や年齢にかかわらずに広げることに併

せて改称いたしました。ダイバーシティ推進センターは、一人一人がその専門性を中断することなく積

み上げていくことができるように、時代に合った課題に向き合い検討し取り組み続けていきたいと思っ

ております。今後とも、引き続きご支援ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

From ダイバーシティ推進センター
センター長よりメッセージ

　　副センター長よりメッセージ

ダイバーシティ推進センター支援体制

東邦大学における継続就労支援の変遷

特集 上位職インタビュー
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看護学部
公衆衛生看護学研究室 教授  
岸 恵美子

　少子高齢化による労働人口の減少、育児や介護

との両立、働く方のニーズの多様化など、さまざ

まな背景からワーク・ライフバランスの実現を目指

した「働き方改革」が課題となっています。近年は、

仕事と育児の両立支援だけでなく、育児と介護を

同時に担わなければならないダブルケアへの支援

も求められています。ライフイベントと仕事・研究

との両立ができるよう、研究環境のダイバーシティ

実現に向けて、男女ともに能力を最大限発揮でき

る環境づくりを目指していきます。

健康科学部
トランスレーショナル看護領域
准教授
田中 美穂

　東邦大学のダイバーシティへの取り組みは、

2009年の男女共同参画宣言から数えると今年

の 9 月で 10 年目にあたるそうです。私は昨年度

より本活動に参加し、皆さんが長く・安心して

働ける環境づくりを目指した支援に携わりまし

た。今年度は、さらに多くの方が支援制度を理

解し困った時の選択肢に加えられるように、微

力ながら啓発活動も行いたいと思っております。

薬学部
衛生化学教室 教授  
山本 千夏

　東邦大学は、帝国女子医専設立から女子の理

系教育に先導的役割をはたしてきました。東邦大

学ダイバーシティ推進センターの活動を通じて、男

女を問わず多様な働き方に対する支援が可能とな

り、結果としてさらなる研究活動の活性化につな

がればと思っています。そのためにも時代に合った

システム作りが必要であると考えています。

理学部
生物分子科学科 教授
渡辺 直子

　これまでダイバーシティ推進センターが取り組んで

きた研究活動支援、共同研究の推進などは、実

際の研究力向上に結びつき、成果をあげていると

思います。今後も、出産・育児・介護などのライ

フイベントに対し、ワーク・ライフバランスに配慮し

た研究環境実現に向けて、ニーズに即した支援を

継続していくことが必要であると考えています。

医学部  
免疫学講座講座 教授  
近藤 元就

　我々は多様な生き方をする人々を尊重し、認め

あえるような集団となることを目指しています。忘

れてはいけないのが、多様性とは生き方だけでは

ないということです。体が不自由な人たちにとって

働きやすい環境となっているでしょうか。赤ちゃん

を抱えている人には職場に授乳室があった方が良

いでしょう。みんな違うんだ、ということを認識し、

他者に寛容である人々の集う大学になったら良い

な、と夢想します。

From
ダイバーシティ
推進センター

副センター長よりメッセージ  

東邦大学における継続就労支援の変遷
男女共同参画からダイバーシティ推進へ

2012 医学部女性医師支援室と男女共同参画推進室を統合し、【男女共同参画推進センター】開設

1970 東邦大学保育園 開園

2008 日本私立学校振興・共催事業団 私立大学等経常費補助金特別補助事業 新規学習ニーズ対応プログラム支援に採択

事業名「女子教育の歴史と経緯を生かした、女性医師への子育て経験等活用リカレントプログラム」（実施期間：2008 年～ 2012 年）

【医学部女性医師支援室】開室

2009 文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支援モデル育成」事業に採択

事業名「生命（いのち）の科学で未来をつなぐ 女性研究者への継続的支援モデル」（実施期間：2009 年～ 2011 年度）

大森・習志野　両キャンパスに、【男女共同参画推進室】開室

2010 病児保育室ひまわり 開設

准修練医制度、研究支援員派遣制度、非常勤研究生制度、メンター制度等、主に女性研究者支援体制の整備を実施

2015 文部科学省科学技術人材育成補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ < 連携型 >」に採択

代表機関：千葉大学、共同機関：東邦大学・放射線医学総合研究所 （実施期間：2015 年～ 2020 年度）

3 機関で連携し、共同研究強化支援、研究支援要員配置制度、研究スキルアップ支援、キャリアアップ支援等の支援を実施

2017 センター名を、【ダイバーシティ推進センター】へ改称

男女を問わず、個々の多様性（ダイバーシティ）を尊重した活動や支援を展開中（年）

外部組織（地域・連携機関）

ダイバーシティCHIBA
研究環境促進コンソーシアム

ダイバーシティ CHIBA
研究環境促進コンソーシアム　参加機関

東邦大学
ダイバーシティ推進センター

千葉大学
男女共同参画推進部門

量子科学技術研究開発機構
放射線医学総合研究所
ダイバーシティ推進ユニット

事
務
局

千
葉
大
学  

男
女
共
同
参
画
推
進
部
門

東邦大学

ダイバーシティ
推進

センター

センター長

薬
学

部
副

セ
ン

タ
ー

長

看
護

学
部

副
セ

ン
タ

ー
長

健
康

科
学

部

副
セ

ン
タ

ー
長

理
学

部
副

セ
ン

タ
ー

長

医学部
副センター長

関係各部局

学
長

ダイバーシティ
環境推進 研究力向上 キャリア支援 次世代育成

ダイバーシティ推 進 センター支 援 体 制

学び方・働き方の多様性を支援する
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上位職インタビュ ー

　本校のダイバーシティ関連
の施策に対しては、もちろん
協力は惜しみませんが、自
分を振り返ってみると、子ど
もが小さかった時、あまり面
倒を見ず、反省しています。
　そんな私自身の行動からも
わかるように、今までは「仕事」というのは「仕事をするところ」
であり、「家族をカバーするのは仕事以外」と考えられてきまし
た。しかしこれからは、子育てや介護があるのが前提で仕事を
考える必要があります。子育てはとくに生物学的に「女性に」と
なりがちですが、ある一時期はそこに関わらなくてはならないと
いうことを、本人も組織も社会も受け入れて、そのうえで、どう
したら仕事を維持できるかの環境づくりに、社会全体で取り組
んでいかねばならないと思います。その意味では、医療業界は

率先して変わっていかねばならないと思
いますが、投資も必要なのでなかなか
難しい現実があります。
　本校についていえば、作業効率を上
げ、時間的な余裕を皆が生み出せる工夫が必要でしょう。しかし、
それには機械化のための設備のほか、全員が「やらされている」
ではなく「自分でやる」という意識がなくてはなりません。5人程
度の組織では意識を同じにしやすいのですが、10人になると 1
人 2人は違う思いの人が出てきて、うまく噛み合わなくなり、
100人の組織だとなおさら難しくなります。共有資源が乱獲され
た結果、資源の枯渇を招いてしまう経済学の法則「コモンズの
悲劇」とも似ていますね。そうならないよう、ダイバーシティ推
進センターの主導によって、「この組織は自分そのものだ。組織
の時間もモノも自分のものだ」と意識改革を促せる工夫ができ
ればよいのではと思っています。

医学部長◎高松 研 （生理学講座 細胞生理学分野）教授 

　家庭のことを相当犠牲にしていき
た私は、ワークライフバランスはよい
とはいえません。ただ、妻子同伴の
アメリカ留学時代は、少しはバランス

はよかったかもしれません。当時、家族のケアは心がけていま
した。妻は実家から離れたところでの初めての暮らしで、子ど
もも小さくすぐ熱を出したりします。そんな時は私が病院に連れ
て行きました。
　育児もそうですが、今後は、親の介護をする人が増えると思
うので、その人たちの精神的な支援がすごく重要になってくるの
ではないでしょうか。とくに増加が見込まれる認知症など、どう
ケアしたらいいかわかず、悩みを抱える人も多いと思います。情
報はたくさんあっても自分の場合はどうしたいいのか、欲しい情
報を見つけにくい。ですからダイバーシティ推進センターが、た
とえば施設の紹介や経費を含め、シミュレーションできるような
情報提供をしてくれればありがたいと思います。経済的な支援

というよりも、関連情報の提供、そして話を聞いてくれるだけで
も楽になると思います。

　もう１つは遺産相続関連
の情報提供です。家族間で
揉め事になってしまうケース
も少なくなく、そうなると、そ
こにエネルギーを持ってい
かれてしまい、論文を書く
どころではなくなります。

　このように提案するのは、うまくいっているように見える人でも、
多くの人が家庭内でさまざまな問題を抱えているからです。ライ
フイベントにかかわる、自分が経験したことがないことは、何を
どうすればいいのかまったくわからず、それを調べるのがとても
大変です。しかし方法論を提供してくれれば、道筋をつけられ
ます。センターにはぜひそうした役割を担っていただきたいと思
います。

薬学部長◎田中 芳夫 （薬理学教室）教授

「自分の組織は
自分のもの」と
の意識改革を促
す工夫が必要

「情 報 提 供」の
ほか「精神的な
支え」としても
機能してほしい

　私は夜遅くまで大学で仕事をしてい
たため、妻に「うちは母子家庭だから」
といわれるほどで、家庭での役割は
まったく期待されていませんでした。

　そうした中でも唯一やっていたのが料理です。料理は学生実
験と同じで、手順通りにつくれば失敗はしません。得意料理は、
鶏肉とごぼうを炒め煮してご飯と混ぜた「かしわ飯」です。片付
けもしっかりやります。実験でも器具をしっかり洗うのは基本で
すから、同じ形のものを揃えて洗う、油ものは事前に拭うなど、
妻からは手順はいいとほめられます（笑）。
　共働きが増える中、お互いで効率のいい時間配分を考え出
すほか、見切りをつける、いわば「捨てる努力」も必要です。完
璧にやろうとしないで、「80％でよし」でいいと思います。
　本校は、女性に医学教育を開いたという点で先進性がある大
学です。女性の社会進出が当たり前になった今、次に「ダイバー

シティ」に取り組むのは、とても重要なことです。ただ、10数人に
1人ともいわれるLGBT については、本校としての配慮・整備は
まだまだだと感じています。まずは実態を調べて、例えば性別を
聞くことが必要なのか、体育などの授業の更衣室の問題やチーム
編成などが現状でいいのかなどを含め、何をしていかねばならな
いかを議論する必要があると思います。先進的な大学や海外の
大学ではすでに取り組
んでいるので、今後、
対応するのは標準に
なっていくでしょう。
　そのほか、女性研究
者・教員の増員や、研究者支援などついては、工夫次第で本
校でもできることがあると思います。しかし、実際どうすればよ
いのか手探り状態だと思うので、うまくいっている事例をセンター
から紹介していただければ参考にしたいと思っています。

理学部長◎髙橋 正 （無機化学教室）教授

LGBT、研究者支援
など他校の事例の
有効活用を

　私自身、2人の子どもを育てながら働いてきましたが、働き方
に配慮してくださるなど上司には恵まれていました。振り返ってみ
ると、仕事に100%かけてきたのではなく、多分、かなりセーブ
しながら教育・研究に携わってきたかと思います。子育てしなが
らの仕事は大変でしたが、その時々の子育ての楽しみも味わって
きました。一方、仕事中は、ほとんど育児のことは頭になかった
ように思います。きっとオン
とオフの切り替えがそれな
りにできていたのでしょう。
　看護教員は臨地実習が
あって忙しいですが、スト
レスをためないようにオンオフの切り替えを適切に行ったり、信
頼できる仲間と切磋琢磨したりして力を伸ばしていってほしいと
思います。ピアサポートや上司のサポート、制度のサポートなど、
各種サポートもうまく活用してほしいですね。

　若手教員がステップアップするには、
博士の学位や研究業績が必要となりま
す。社会人として大学院に通ったり、仕
事と家庭を両立させたりしながら研究を
行うには、研究支援員によるサポートや、
病児保育の利用が気軽に受けられるような体制が必要かと思い
ます。また、外部の競争的資金などを獲得できるように、研究
能力の向上を目指した研修等に参加できる体制も必要ではない
でしょうか。もちろん、教員の研究に対する姿勢も問われるとこ
ろではあります。ライフイベントを大事にしながら、チャレンジし
てほしいと思います。
　ダイバーシティ推進センターには、そうしたライフイベントのさな
かにある教員の負担ができるだけ少なくなるようにサポートしていた
だきたいですね。そして、東邦大学の発展に向けての人材育成
につながる企画をしていただけたらと期待しています。

看護学部長◎出野 慶子 （小児看護学研究室）教授

ライフイベントの
さなかにある教員
サポートに期待

　私も夫も「働くのは当然」と考えていたので、家庭生活も子
育ても夫と恊働しながら、周囲の方に助けられて仕事を続けてき
ました、「家族や子どもが最優先」といい聞かせながら、研究の
時間は自分でつくるものだと思っていたので、つらくありませんで
した。ストレスもありますが、そのときどきで誰かに話すことがで

きたのでバランスが保てたと思っ
ています。
　子育て中、ある人から「“あ
れかこれか” で選択しがちだけ
れど、“あれもこれも” と考えると

道は開ける」と教えていただいたことがあります。そうしてみると
道が開けたので、学生にもそう伝えています。ただ完璧にはでき
ず、どこかで折り合いをつけることが大事。「できない自分」では
なく、「あれもできている」「これもできている」と考え、前を向い
て進むようにしました。働き方はその時の家族の状況によって一

人ひとり違ってくるので、まずは家族
の状況を含め、自分の立ち位置をしっ
かり受け入れることが大切でしょう。
　現在は新学部の学部長として次世
代育成をする立場ですので、その立
場からダイバーシティ推進センターに

期待したいのは、事務的なサポートです。慣れていれば段取り
よくできるのかもしれませんが、新設学部で私自身、学部長は
初めての経験ということもあり、書類整理の時間がなかなかと
れず悩んでいます。短時間でも事務作業を支援してくださる体
制があると、研究や次世代育成にかける時間が増えるのでは
ないかと思っています。これは私の立場からの思いですが、そ
んなふうにいろいろな立場の人がそれぞれ課題を抱えていると
思います。その現場の声を聞いて適切な支援体制が整えられ
れば大学の発展につながるのではないでしょうか。

健康科学部長◎浅野 美知恵 （トランスレーション看護領域）教授

多様な立場の
人の支援がで
きる体制に

特集

　上位職の代表として、2017年度学部長に、ご自身のこれまでの生活、研究、教育につ
いて振り返っていただきながら、「ワークライフバランス」「ダイバーシティ」についてどのよう
な想いを抱いていらっしゃるか、また、東邦大学における「ダイバーシティ事業」について、
伺いました。

5名の学部長には生活、研究、教育など他の視点からもお話を伺っています。
詳しい内容は、センター発行の「上位職インタビュー　ボスのせなか -次世代の研究者へ -」にてお読みいただけます。
ご希望の方はセンターまでご連絡ください。また、ホームページ「研究者のよこがお」→「ボスのせなか」でも公開しています。

Q  東邦大学の「ダイバーシティ事業」のこれまでとこれから
　　について、どのような想いをお持ちですか？

特集 上位職インタビ
ュー

i
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平 成27-32年 度　文 部 科 学 省 科 学 技 術 人 材 育 成 費 補 助 事 業

『ダ イ バ ー シ テ ィ 研 究 環 境 実 現
イ ニ シ ア テ ィ ブ ( 連 携 型 ) 』

中間年度を終えて
レポート

千葉大学・東邦大学・放医研　3 機関の目標と成果

東邦大学：女性研究者のキャリアアップ支援・研究力向上に向けた取り組みの成果

女性研究者在籍比率は、3年目（平成29年度）終了後には平
成26年度実績に比べて上昇し、6年目（平成32年度）終了時
には、各期間の目標を達成する

女性研究者在籍比率（％）

目
標

成 果

ダイバーシティCHIBA研究環境促進コン
ソーシアムに参画する研究機関の数が増加
し、6年目（平成32年度）終了時には、その
数を倍増させる　

目
標

成 果

上位職への女性研究者比率（教授、准教授・講師相当）は、3年目（平成29年度）終了後に、
平成26年度実績にくらべて上昇し、6年目（平成32 年度）終了時には、各機関の目標を達成する

目
標

成 果

女性研究者が研究代表者と
なる共同研究数が増加する

成 果

目
標

女性研究者の文部科学省科学研究費
助成事業（科研費）への申請が増え、
その採択率が上昇する

成 果

目
標

地域のダイバーシティ研究環
境を推進し、若手女性研究者
の研究インターンシップを活
性化させる

成 果

目
標

ダイバーシティ環境推進 ※ 成果は、H29.5.1 時点

　千葉大学、東邦大学、放射線医学総合研究所の3機関は、『平成27年度 文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダ

イバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）』に選定されました。本事業では、千葉大学が代表機関、東邦大

学並びに量子科学技術研究開発機構放射線医学総合研究所（以下、放医研）が共同実施期間となりコンソーシアムを組

織（ダイバーシティCHIBA研究環境実現コンソーシアム）し、各機関の実績や強みを共有しつつ、 新たな取組を共同で

実施することで、多様な立場や経験をもつ人材が活躍できるダイバーシティ研究環境の実現と波及を目指しています。

　平成29年度は、6年間の取り組みの中間年にあたります。これまでの3機関の成果と、東邦大学の成果を一部ご紹

介します。

H26年度実績
H29.5/1時点 全体

25.9（％）24.7（％）

19.7 20.9

千葉大

28.6 30.1

東邦大

24.2 22.4

放医研

共同研究件数

研究力向上

科研費 申請数／採択率

研究インターンシップ

女性上位職（教授・准教授・講師相当）比率（％）

キャリアアップ支援

千葉大：申請数

東邦大：採択率

放医研：採択率

+5
件増加

H29（5/1時点）

+3.3
％増加　

+23.2
％増加

コンソーシアム参画機関数

H26年度実績 H29年度実績

3
機関
9

機関

全体

0件

H26年度

38
件

H29年度
全体

0名

H26年度

9
名

H29年度
全体

全体

15.9

17.9（％）
東邦大

15.5

18.3
千葉大

16.3

18.1
放医研

15.3

15.6

※ 成果は、H29.5.1 時点

※ 成果は、H29.5.1 時点

東邦大学においても女性研究者数は、順調に増加しています。また、本事
業の支援を受けた女性研究者が科研費申請をし、採択された人数も増加し
ました。平成26年度の女性研究者の科研費申請数は68件、採択率は
22.1％であったのに対し、平成29年度の申請数は69件と微増ながら、採
択率は29.0％と6.9％上昇しました（前述の3機関中間報告は、平成28年
度までの値）。採択された女性研究者のうち、23％は、本事業の支援を受
けた研究者です。今後も研究者の研究環境を支援していきます。

 おもなダイバーシティ事業での支援内容

◆ライフイベント支援（研究支援要員）　
◆研究活動再開支援（研究支援要員）
◆女性研究者の共同研究支援
　（共同研究強化支援）
◆研究スキルアップ支援
　（外国人招聘支援・英文校閲経費支援）
◆研究インターンシップ
　（短期インターンシップの実施）

女性研究者の「文部科学省科学研究費助成事業（科研費）」の採択数増加

助教 講師 准教授 教授

104

33

22

17

107

33

24

16

103

33

26

16

107

30

30

22

H26 H27 H28 H29
教授

准教授

17　　  →　　16　　 →　　16　　 →　   22（人）

22　　  →　　24　　 →　　26　　 →　   30（人）

全女性研究者 ダイバー支援を受けた女性研究者

H26 H27 H28 H29

30

25

20

15

10

5

0

16
1

1

6

1
14

18

26

女性研究者の推移（人）

科研費採択数（人）
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　子育てや介護等によりフルタイムでの勤務が
できない医師の短縮勤務制度で、2010 年度より
施行されました。出産や子育てなどのライフイ
ベントに直面しても、専門医の取得や研究の継
続を自分のペースで行うことができます。自ら
の希望に沿った多様な働き方を展開できる制度
です。

准修練医制度

　出産・育児等のライフイベントにより、研究時間の確保
が難しい状況にある研究者をサポートする支援員を雇用す
る費用を支援する制度です。当初、対象者は女性に限定さ
れていましたが、2013 年度からライフイベントに「介護」
を 含 め、男 性 研 究 者 も 支 援 を 受 け ら れ る よ う に、ま た、
2017 年度からは支援員の業務について研究補助だけでなく
事務補助まで行えるように改訂するなど、研究者のニーズ
に合わせて制度内容を見直し、発展させています。

　今年度はさらに、ライフイベントだけでなく「次世代育
成の時間を確保するための制度」として、上位職支援にも
取り組みました。
　今年度は、ライフイベント支援として６名の研究者（医
学部：男性 3 名、理学部：男性 2 名 / 女性 1 名）、次世代育成（上
位職）支援として４名の准教授の職にある研究者（医学部：
男性 2 名 / 女性１名、看護学部：女性 1 名）が採択され、1
名につき上限 20 万円の支援を実施しました。

研究活動支援員派遣制度

　東邦大学医療センター大森病院若草寮3階には、病気で保
育園などに通えず、家庭で世話をすることができない場合に、
一時的にお子様をお預かりする病児保育室「ひまわり」があ
ります。すべての教職員の子弟が利用することができ、渡邊
美砂室長（医学部小児科学講座講師）以下、保育士・看護師ら
5名 のスタッフが、家庭的で日常的な雰囲気で保育にあたっ
ています。2016年は577名の利用があり、2017年12月現在
までに、延べ3899人を超えるお子さまが訪れました。
　子どもが病気に罹患したときには、仕事を休んだり、自
分の代わりの保育者を探したり、また泣いているわが子を
置いていく辛さを味わったり、多くの女性研究者が仕事と
子育ての両立に困難を感じてきました。そのような状況に

対して、2009 年度に
採択された文部科学
省「女 性 研 究 者 研 究
活動支援事業」の 1 つ
の柱として、学校法
人の協力のもと、男
女 共 同 参 画 推 進 室

（現 ダイバーシティ
推進センター）が中心となって開設されたのが、病児保育室
ひまわりです。現在では、大森病院併設の病児保育室とし
て運営され、相談室や搾乳室も併設し、柔軟な支援体制を
めざしています。

病児保育室ひまわり

「男女共同参画の視点から医療を考える」～ 1 年生演習より～
医学部では、1 年次の必須授業で、“男女共同参画” を取り上げています。

　『全人的医療人教育１』は

の 4 つのユニットから構成され、　❹ プロフェッショナリズムの演習の 1 つとして、
「男女共同参画の視点から医療を考える」を実施しております。

❶ レディネス　   ❷ 倫理　   ❸ コミュニケーション　   ❹ プロフェッショナリズム

授業紹介

ダイバーシティ推進センター

取り組みの紹介
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23准修練医数の推移
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佐倉病院

大橋病院

大森病院

ダイバーシティCHIBA研究環境促進コンソーシアム連絡会
共同シンポジウムを開催　　　また、来賓講演・ミニレクチャーを実施しました。

共同研究推進のための合同発表会
の開催

第 1 回　
2017 年 6 月 16 日

中瀬古寛子（医）・大寺恵子（薬）

第 2 回　
2017 年 12 月 20 日

田中ゆり子（医）・足立智子（理）
其田貴美枝（看）

第 3 回　
2018 年 3 月 16 日

大岩彩乃（医）・清水直美（医）
多田政子（理）

実施日 本学の発表者（※敬称略）

2017.12.20.    合同研究発表会　理学部 足立智子 教授

『－組織における女性活動促進・ダイバーシティ推進をどう進めるか－』
帝人株式会社 ダイバーシティ推進室長　日高乃里子 氏

第 1 回
2017 年 6 月 16 日

千葉大学

『－機関や地域を越えた女性研究者の活躍推進－』
東京農工大学　副学長　宮浦千里 氏

第 2 回
2017 年 9 月 1 日

千葉大学　

放医研『３年間のダイバーシティ活動と今後の発展について』
科学技術振興機構　プログラム主管　山村康子 氏

第 3 回
2017 年 12 月 20 日

『無意識のバイアスとダイバーシティ推進』
日本大学　薬学部　薬学研究所　上席研究員　大坪久子 氏

第 4 回
2018 年 3 月 16 日

千葉大学　

❶ 2017.9.1  ミニレクチャー　講師：宮浦千里 氏
❷ 2017.12.20.    ご挨拶　山﨑純一学長
❸ 2017.12.20.    来賓講演　講師：山村康子 氏
❹ 2017.12.20.    パネルディスカッション　片桐センター長（左から 3 人目）

（会場）

「女性研究者研究活動紹介」冊子を発行
　これまで 3 機関の共同研究促進を目的に、共同研究を支援してきました。今後は、多くの研究機関
に活動の輪が広がっていく事を目的とし、冊子が作成されました。本学からも 29 名の研究者が掲載さ
れています。冊子をご希望の方は、センターへご連絡ください。

研究スキルアップセミナーの実施
機関それぞれが主催するセミナーへ、本学の研究者も積極的に参加しました。

◆『ものづくりセミナー実践編 & 女性上位職登用ミニレクチャー』
　（2017年 8 月：放医研主催）
◆『伝わる英語プレゼンテーションセミナー』
　（2017年 9月・2回実施：千葉大学主催）
◆『伝える伝わるプレゼンテーションセミナー』（2018 年 2 月：放医研主催）

高崎研インターンシップの実施（2018 年 1 月 24－26 日）
　高崎量子応用研究所（高崎研）は、ガンマ線、電子線、イオンビームなどの放射線を高度に制御し、高品質のビームと
して取り出した量子ビームを使って、生物や材料を観察したり、これまでにない材料や植物・微生物の品種を作り出したり、
病気の診断や治療、創薬・医療品の滅菌・殺菌等に役立てる研究を行っています。
　今回の短期インターンシップでは、実際に施設を訪れることで理解を深めました。
　このような放射線の性質を、研究材料やアイデアにいかせるかもしれません。興味のある方は、センターまでご連絡く
ださい。

平成27-32年 度　文部科学省科学技術人材育成費補助事業

『ダイバーシティ研究環境実現
イ ニ シ ア テ ィ ブ ( 連 携 型 )』

事業報告
レポート

❶ ❷

❸ ❹

平 成 27年
度　文 部 科

学 省 科 学
技 術 人 材

育 成 費 補
助 事 業

ダ イ バ ー
シ テ ィ 研

究 環 境 実
現 イ ニ シ

ア テ ィ ブ（
連 携 型）

女性研究者
 研究活動紹

介

平成27年度
   文部科学

省科学技術
人材育成費

補助事業

ダイバーシ
ティ研究環

境実現イニ
シアティブ（

連携型）

女性研究者
  研究活動紹

介

千葉大学・東
邦大学・放射

線医学総合研
究所

平成29年 1
2月発行

発行■千葉
大学  運営基

盤機構  男女
共同参画推

進部門

　　　 〒2
63 - 8 522

 千葉市稲毛
区弥生町1-

33 

TEL&FAX
◆ 043-290-2

020

E-mail ◆ di
versity-offi

ce@chiba-
u.jp

者
究
研
性
女

  

介
紹
動
活
究
研

所
究
研
合
総
学
医
線
射
放
・
学
大
邦
東
・
学
大
葉
千

背幅=（表紙
マットコート

135kg×2）＋
（本文上質紙

90kg×96 ペ
ージ÷2）

=（0.170mm
×2）+（0.1

2mm×96÷
2）＝0.34+5.

76=6.1
無線綴じ冊子

　全 100P 本
文 96P 　表 1

表 4

『女性研究者 研究活動紹介』
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153.07

ダイバーシティ推進センター

2017年イベントレポート

「リケジョ研究者への道」
日程／場所 ■ 3 月 7 日／習志野キャンパス
対象 ■ 学生・院生

　女性研究者をゲストスピーカーに迎え、出産や育児など様々な状況
の中でどのように研究者の道を歩まれているかについて、興味深いお
話をしていただきました。“リケジョ” と銘打って行ったセミナーでし
たが、男子学生の参加も多く、関心の高さが伺えました。

「女子力」という言葉のイメージについてアンケート調査
日程／学部 ■ 8 月 5 日、6 日／薬学部・理学部・健康科学部（習志野キャンパス）
　　　　　　  8 月 24 日、25 日／看護学部（大森キャンパス）
対象 ■ 高校生及び保護者の方

　センターでは、各学部のオープンキャンパスに参加し、
受験生や保護者の方に本学のダイバーシティや男女共同参
画の取り組みについて紹介しています。アンケート調査は、
薬・理・健康科学・看護学部にて実施しました。4 日間で
参加者は合計 650 名、習志野では約 7 割、看護学部では 8
割以上の方が「女子力」という言葉に良いイメージを持っており、「女子力が高いと
言われると素直にうれしい」「清潔感があるイメージ」などの声が聞かれました。一方、

「嫌味に聞こえる」「女子が家事をやるという偏見から生まれる言葉」などの意見も聞
かれ、興味深い結果となりました。

現役医師による講演会
日程／学部 ■ 8 月 18 日、19 日／医学部（大森キャンパス）
演者 ■ センター長：産科婦人科学講座教授 片桐由起子（18 日）
　　　  小児科学講座講師：病児保育室ひまわり室長 渡邊美砂（19 日）
対象 ■ 高校生及び保護者の方

　医学部オープンキャンパスでは講演会を行い、本学におけるダイバーシ
ティ推進や女性医師支援の取り組み等をご自身の経験談と共にお話いただき
ました。2 日間で 103 名が参加され、熱心に耳を傾ける様子が見られました。

映画「ずっと、いっしょ。」上映会

　センターでは 2014 年度より学園祭にて子育てや家族をテーマとした映
画上映会を開催しています。4 回目となる今年は大森キャンパスの学園
祭 “大森祭” にて上映会を行いました。教職員や近隣の方など参加者は
75 名、託児サービス利用は 12 名。参加者からは「感動した」「家族につ
いて考えさせられた」などの感想が寄せられました。

日程／場所 ■ 10 月 22 日／医学部 3 号館
対象 ■ 教職員、学生、院生、近隣の方

「臨床スタッフに向けた大学病院の新たな取り組み
　　　　　　- 研究マインドを持った大学病院スタッフの育成 -」

　研究者の裾野を拡大し、多職種が協力する研究を推進するセミナー
で、教育・研究支援センターと共催で行いました。医師からの研究マ
インドや非常勤研究生制度についての興味深いお話や、様々な職種の
方達による、現在行っている研究の発表が行われました。260 名（3 日
間合計）の方が参加され、大盛況で終えることができました。次回は
コメディカルの学位取得をテーマとしたセミナーを企画しています。

日程／場所 ■ 10 月 25 日／佐倉病院、10 月 26 日／大橋病院
　　　　　　  11 月 29 日／大森病院
対象 ■ 医師、看護師、コメディカル

平成29年度医学生・研修医等をサポートするための会
　　　　　　　　　　「『働き方改革』-10年後に輝くために -」
日程／場所 ■ 11 月 11 日／医学部 1 号館
基調講演 ■ 先輩たちから学ぶこと ～医学部教職員アンケート中間結果から見た働き方の検討～
シンポジウム ■ 各科の魅力と現状 ～大学病院・地域病院・医院開業のやりがい（外科・産婦人科・小児科）～

　東京都医師会次世代医師育成委員会のイベ
ントで、毎年、各大学が持ち回りで担当して
います。今年は本学が担当校となり、センター
も運営協力を行いました。医学生、研修医な
ど 94 名が参加、クリッカーを使用し、講演の
中で参加者の意見を聞く場面を取り入れたこ
とで、会場は大いに盛り上がり、大変有意義
な会となりました。

子育て支援セミナー
　　　　「子どもの事故・けが - 不慮の事故から予知した対応へ」

　子どもの視野を体感できるチャイルドスコープや、ボタン電池により焼けて変色したベーコ
ン実物など、実際に見たり体験する内容を交えてお話しいただきました。教職員や近隣の方な
ど参加者は 41 名、託児サービス利用は 15 名。参加者からは「新たな知識を得ることができた」

「勉強になった」との声が聞かれました。次回は介護についてのセミナーを企画しています。

日程／場所 ■ 12 月 2 日／大森病院
対象 ■ 教職員、学生、院生、近隣の方

レポート

「臨床発想 ものづくりセミナー」

　研究者が “ものづくり” という新たな研究の方向性を知り、多様な学部が連携して開発・論文作成
ができることを目指すセミナーです。2015 年度より本学医療センター各病院等において、看護師や放
射線技師・臨床工学士等のコメディカルを対象に、教育・研究支援センターと共催で開催しています。

日程／場所 ■ 4 月 25 日／佐倉病院
対象 ■ 臨床工学士

クリッカーによる
回答が表示された
スクリーン

講師　吉野 尚一 氏
（小児救急看護認定看護師）

託児室の様子

吉野尚一氏監修
「子ども救急お助けブック」

ボタン電池で変色した　
ベーコン

配布した
クリアファイル

オープンキャンパス
2017

大森祭

2017

　理学部生物学科 准教授　松本 紋子
小野寺 瞳 氏

（本学 OG/ 東京理科大学 博士課程）

❊❊❊❊ 平成 27 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業『ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）』事業との共催で実施したイベントです。

「子ども救急お助けブック」の配布をご希望の方は、センターまでご連絡ください。
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顧問よりメッセージ  
「無意識のバイアス」を自覚しましょう  東邦大学名誉教授・理事　大島 範子

　本学のダイバーシティ推進事業は学校法人ならびに教職員の皆さま方のご協力の下、これまで順調
に推移してきましたが、ダイバーシティのさらなる推進のためには、今後、構成員一人ひとりが自らの「無
意識のバイアス」＊の存在を自覚して、それが及ぼす弊害を極力抑えるような心がけが必要でしょう。

「無意識のバイアス」は、日本では最近注目されるようになりましたが、アメリカでは2000年前後か
ら指摘されています。これまでの生い立ちの中で潜在的に脳に刻み込まれた既成概念で、採用・昇
任人事、人事評価、賞の選考など、様々な判断をする場合に無意識の内に働くことがあります。小さい子どもを育てる女性に
対して、「大変だろうから」と本人の意思確認をしないまま色々な機会を与えないなど、思いやりのつもりでも、実は女性のや
る気を消失させていることもあります。誰もがもっている無意識のバイアスの影響を最小限にすれば、バイアスを超えて人材の
多様性を推進することが可能になります。

＊男女共同参画学協会連絡会リーフレット「無意識のバイアスを知っていますか？」を参照のこと。
学協会の HP からダウンロードできます。

編集・発行　東邦大学 ダイバーシティ推進センター
〒143-8540　東京都大田区大森西 5-21-16
TEL.  03-5763-6685
E-mail   danjo-o@toho-u.ac.jp
http://www.danjo.toho-u.ac.jp/

http://www.danjo.toho-u.ac.jp/
2017年11 月よりホームページを刷新し、表紙のアイコンをクリックす
ると、各支援の詳細が紹介されています。「育児コンシェルジェ」「介
護コンシェルジェ」のページについては、今後さらに充実させてまい
ります。育児・介護支援や研究支援に関する詳しい情報をご希望でし
たら、お問い合わせフォームよりご一報ください。お待ちしております。

● 准修練医制度
● 研究活動支援員派遣制度
● メンター制度・カウンセリング  etc.

継続
就労支援

● 共同研究強化支援
● 研究支援要員配置制度
● 英文校閲経費支援制度
● 研究インターンシップ
● 研究 e ラーニング講座　　  etc.

研究者
支援

● 保育園情報　　● 子育て支援セミナー
● 病児保育室ひまわり
● ベビーシッター育児支援制度 　etc.

育児
コンシェルジュ

● 介護情報
● 介護支援セミナー
● 研究活動支援員派遣制度　   etc.

介護
コンシェルジュ

● 女性医師支援の概要
● 准修練医制度
● 病児保育室ひまわり
● マタニティ白衣貸与制度　  etc.

女性医師
支援

● 女性研究者のすがお
● ボスのせなか
東邦に縁のある女性研究者と
男女問わず “TOHO の BOSS（ボス）” からの
次世代の研究者へのメッセージ

研究者の
よこがお

平成 27 年度文部科学省科学技術
人材育成補助事業

『ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（連携型）』において、千葉大学・放射線医学
総合研究所との3 機関で行われる事業の紹介

ダイバーシティ
イニシアティブ
（連携型）

新着情報にも

注目！

お問い合せはここをクリック！！ホームページの充実へ向けて センター長よりメッセージ  

医学部産科婦人科学講座 教授　片桐 由起子

　男女共同参画推進センターは、2017年4月よりダイバーシティ推進センター

に改称しました。私たちには、性別・年齢・身体的特徴・社会背景・人生

観など、さまざまな個性がありますが、組織におけるダイバーシティとは、そ

こに所属する個人や個人を取り巻く状況を考慮し、皆がその専門性を生かし

て継続的に組織や社会に貢献でき、個人と組織が共に発展していくことだと

思います。そこで、センターがそれまで取り組んできた、比較的若年女性を対象とした妊娠・出産・

育児等のライフイベントにかかわる継続就労支援活動を、性別や年齢にかかわらずに広げることに併

せて改称いたしました。ダイバーシティ推進センターは、一人一人がその専門性を中断することなく積

み上げていくことができるように、時代に合った課題に向き合い検討し取り組み続けていきたいと思っ

ております。今後とも、引き続きご支援ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

From ダイバーシティ推進センター
センター長よりメッセージ

　　副センター長よりメッセージ

ダイバーシティ推進センター支援体制

東邦大学における継続就労支援の変遷
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『ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）』
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ダイバーシティ推進センター 取組みの紹介

2017年イベントレポート
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